
 

    

十中だより １月号  

昨年中は、本校の教育活動にご理解、ご協力いただきありがとうございました。本年もどうぞよろしくお願

いいたします。 

新しい年を迎え、抱負を立て目標を明確にした方も多いのではないでしょうか。特に、今年の干支（え

と）は「甲辰（きのえ・たつ）」であり、「これまでのコツコツと蓄えられた学びが芽を出し、活力に満ちた草木

のようにすっくと伸びて、努力が花を咲かせる」という意味があるそうです。積み上げてきたことが力となり、

向上する年であり、成長する年ということになります。 

では、成長の年にするためには、どうしたらよいでしょうか。それには、自ら目標を立て、自ら行動に移す

ことが不可欠です。 

始業式で、発明家のエジソンの言葉を引用して、「積極的に行動に移すことの大切さ」について話しまし 

た。「成功の反対は、失敗ではなく挑戦しないことである。」「私は失敗したことがない、ただ１万通りのうまく

いかない方法を見つけただけだ。」と言い。エジソンは、うまくいかないことを何回も繰り返し、その結果を生

かし、あきらめずに挑戦し続けたことで、多くの発明をすることができました。同じ出来事でも、どのように捉

え、どれだけ建設的に考えるかで、後の結果に違いが出ることも結構あるのではないでしょうか。十中生に

も自分の力を信じて、結果を恐れず積極的に「挑戦」し続けてほしいと思っています。そして、令和 6 年が

皆さんにとって成長の年になることを願っています。 

 

  独立行政法人国際協力機構（JICA）より

泉安佐さんを講師として招き、１２月９日

（土）に「国際理解教室」を体育館にて実施

しました。講師の方からは、中央アジアのタジキスタンでの経験やエピソー

ドをもとに貴重なお話をしていただきました。その中で、他者理解や異文

化理解では偏見や先入観をもたず相手を尊重し、相手を知ろうとする姿

勢が大切であるとのお話がありました。また、生徒に向けて「挑戦すること」

の大切さについても熱く語っていただきました。ありがとうございまし

た。 
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生徒会役員を中心に企画した「幸せの海プロジェクト」が実施されました。

人権意識の向上や自己理解力、さらに人間関係を構築する力の育成を目

指し、昨年の「感謝の花」に続いて、全校生徒参加で行われました。『言わ

れてうれしくなる言葉』を個々で考え、カードに記入し、各学級の有志がデザインした模造紙に貼って学級

ごとの作品を完成させました。本校昇降口に掲示していますので、来校の際はご覧ください。 
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